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日
本
地
理
教
育
学
会
主
催

の
２
０
１
７
年
度
全
国
地
理

学
専
攻
学
生
卒
業
論
文
発
表

大
会
が
３
月
15
日
、
東
京
都

の
東
京
学
芸
大
学
で
開
か

れ
、
本
学
を
代
表
し
て
文
学

部
環
境
地
理
学
科
４
年
次

（
学
年
は
大
会
当
時
）
の
遠

藤
怜
子
さ
ん
と
小
塚
朋
子
さ

ん
が
発
表
し
た
。

　
同
大
会
は
全
国
の
大
学
の

地
理
学
専
攻
生
の
優
秀
な
卒

業
論
文
を
発
表
す
る
場
で
、

今
回
は
24
大
学
か
ら
49
人
が

発
表
し
た
。
遠
藤
さ
ん
と
小

塚
さ
ん
は
、
17
年
度
卒
業
論

文
提
出
者
の
な
か
で
最
上
位

の
評
価
を
得
て
、
本
学
代
表

と
し
て
選
出
さ
れ
た
。

　
遠
藤
さ
ん
の
題
目
は
「
夏

季
に
盤
洲
干
潟
が
周
辺
の
気

温
に
与
え
る
影
響
」（
指
導

・
赤
坂
郁
美
准
教
授
）
。
東

京
湾
の
干
潟
で
、
海
水
の
存

在
が
周
囲
の
気
温
を
ど
の
よ

う
に
昇
降
さ
せ
る
か
、
現
地

観
測
デ
ー
タ
に
基
づ
き
考
察

し
た
。
３
年
次
の
進
級
論
文

か
ら
扱
っ
て
き
た
テ
ー
マ

で
、
２
年
間
の
研
究
成
果
を

結
実
さ
せ
た
。「
観
測
の
計

画
を
立
て
、
準
備
を
す
る
こ

と
は
大
変
だ
っ
た
が
、
自
分

が
知
り
た
い
こ
と
を
研
究
で

き
て
楽
し
か
っ
た
。
こ
れ
か

ら
も
知
へ
の
ア
ン
テ
ナ
を
張

り
続
け
て
い
き
た
い
」
と
ほ

ほ
笑
む
。

　
小
塚
さ
ん
の
題
目
は
「
巨

摩
山
地
・
甘
利
山
に
お
け
る

地
す
べ
り
地
の
形
成
史
」

（
指
導
・
苅
谷
愛
彦
教
授
）。

山
梨
県
の
山
地
に
発
達
す
る

地
す
べ
り
地
を
対
象
に
、
そ

れ
ら
の
分
布
や
過
去
10
万
年

程
度
の
発
達
史
を
野
外
地
質

調
査
デ
ー
タ
に
基
づ
き
論
じ

た
。
ゼ
ミ
活
動
で
は
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
が
楽
し
か
っ
た

と
い
う
小
塚
さ
ん
。「
卒
論

◆
経
済
学
部

河か
わ

藤と
う

　
佳よ

し

彦ひ
こ

教
授
「
地
域
経
済
論
」

塙
は
な
わ

　
武た

け

郎お

教
授
「
ア
メ
リ
カ
の
経
済
」

傅ふ

　
凱ほ

い
い
ー儀

講
師「
発
展
途
上
国
経
済
論
」

李り

　
春

し
ゅ
ん

霞か

助
教
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

国
際
比
較
」

◆
法
学
部

高た
か

橋は
し

　
寿じ

ゅ

一い
ち

教
授
「
民
法
」

遠と
お

山や
ま

　
聡

さ
と
し

教
授
「
商
法
」

中な
か

島じ
ま

　
弘ひ

ろ

雅ま
さ

教
授
「
民
事
訴
訟
法
」

時と
き

田た

　
賢け

ん

一い
ち

講
師
「
生
物
科
学
」

澤さ
わ

山や
ま

　
裕ひ

ろ

文ふ
み

助
教
「
商
法
」

◆
経
営
学
部

福ふ
く

山や
ま

　
文あ

や

子こ

講
師
「
教
育
原
論
」

潜せ
ん

道ど
う

　
隆

た
か
し

特
任
教
授
「
経
営
組
織
論
」

見み

山や
ま

　
謙け

ん

一い
ち

郎ろ
う

特
任
教
授
「
経
営
組
織
論
」

◆
商
学
部

本ほ
ん

田だ

　
竜た

つ

広ひ
ろ

教
授
「
数
理
科
学
」

柏
か
し
わ

木ぎ

　
悠ゆ

う

講
師「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
科
学
」

ト
ン
プ
キ
ン
ス
　
レ
ベ
ッ
カ

講
師
「
英
語
」

新に
い

島じ
ま

　
裕ゆ

う

基き

講
師
「
流
通
論
」

孫そ
ん

　
維い

維い

助
教
「
流
通
論
」

◆
文
学
部

高た
か

橋は
し

　
雅ま

さ

人ひ
と

教
授
「
西
洋
哲
学
史
」

中な
か

垣が
き

　
恒こ

う

太た

郎ろ
う

教
授
「
英
米
文
学
文
化
特
殊

講
義
」

中な
か

林
ば
や
し

　
隆た

か

之ゆ
き

教
授
「
日
本
古
代
の
国
家
と

宗
教
」

岡お
か

部べ

　
玲れ

い

子こ

准
教
授「
英
語
学
特
殊
講
義
」

山や
ま

田だ

　
昭あ

き

子こ

助
教
「
日
本
文
学
研
究
」

◆
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

情
報
学
部

安あ
ん

藤ど
う

　
映え

い

准
教
授
「
数
理
計
画
法
」

◆
人
間
科
学
部

小こ

杉す
ぎ

　
考こ

う

司じ

准
教
授
「
心
理
学
デ
ー
タ
解

析
」

加か

藤と
う

　
佑ゆ

う

昌す
け

講
師
「
心
理
的
ア
セ
ス
メ
ン

ト
」

駒こ
ま

崎ざ
き

　
道み

ち

講
師
「
福
祉
の
社
会
学
」

　４月１日付で新たに26人が専任教員となった。各教

員の氏名、職名、主な担当科目は次の通り。（敬称略）

新専任教員紹介

　
専
修
大
学
名
誉
教
授
称
号

記
授
与
式
が
４
月
５
日
、
神

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
、

佐
々
木
重
人
学
長
か
ら
16
氏

に
名
誉
教
授
称
号
記
が
授
与

さ
れ
た
。

鈴
木
直
次
元
経
済
学
部
教
授

（
在
職
42
年
）

徳
田
賢
二
元
経
済
学
部
教
授

（
在
職
29
年
）

福
島
利
夫
元
経
済
学
部
教
授

（
在
職
21
年
）

室
井
義
雄
元
経
済
学
部
教
授

（
在
職
37
年
）

吉
田
治
弘
元
法
学
部
教
授

（
在
職
31
年
）

齋
藤
憲
元
経
営
学
部
教
授

（
在
職
16
年
）

嶺
井
正
也
元
経
営
学
部
教
授

（
在
職
36
年
）

生
西
明
夫
元
商
学
部
教
授

（
在
職
32
年
）

黒
川
保
美
元
商
学
部
教
授

（
在
職
40
年
）

並
木
信
明
元
文
学
部
教
授

（
在
職
20
年
）

綿
貫
理
明
元
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

情
報
学
部
教
授（
在
職
23
年
）

宇
都
榮
子
元
人
間
科
学
部
教

授

（
在
職
41
年
）

藤
岡
新
治
元
人
間
科
学
部
特

任
教
授

（
在
職
32
年
）

晴
山
一
穂
元
法
科
大
学
院
教

授

（
在
職
17
年
）

日
髙
義
博
元
法
科
大
学
院
教

授

（
在
職
43
年
）

矢
澤
曻
治
元
法
科
大
学
院
教

授

（
在
職
32
年
）

16氏に名誉教授称号記

学

位

取

得

　
平
田
大
輔

文
学
部
教
授

写
真

が

３
月
10
日
付

で
日
本
体
育
大
学
か
ら
博
士

（
体
育
科
学
）
の
学
位
を
授

与
さ
れ
た
。
学
位
論
文
名
は

「
大
学
女
子
テ
ニ
ス
選
手
に

お
け
る
ア
ン
フ
ォ
ー
ス
ド
エ

ラ
ー
の
原
因
の
因
子
構
造
」。

　
人
文
科
学
研
究
所
（
伊
吹

克
己
所
長
）
は
哲
学
、
語

学
、
文
学
、
心
理
学
、
地
理

学
、
社
会
学
、
教
育
学
な
ど

の
人
文
科
学
系
の
研
究
者
に

よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
た
び
、
設
立
50
周
年
を
記

念
し
て
書
籍
『
災
害
　
そ
の

記
録
と
記
憶
』

写
真

を

刊
行
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
以
後
、
天

災
に
つ
い
て
の
関
心
が
高
ま

っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
に

あ
っ
て
本
書
は
、「
災
害
」

を
よ
り
広
く
捉
え
、
天
災
の

み
で
は
な
く
、
戦
争
な
ど
の

人
災
に
も
注
目
す
る
。
ま

　国際交流協定校のラオス国立大学から教職員が神田キャン

パスを訪問し３月16日、佐々木重人学長と懇談した＝写真。

来学したのは経済経営学部のプーペット・ケオピラオウン副

学部長ら５人。今後の教員・学生交流について話し合った。

学
会
で
卒
業
論
文
発
表

環
境
地
理
学
科

遠
藤
さ
ん
・
小
塚
さ
ん

で
は
地
形
が
で
き
た
時
期
を

新
た
に
特
定
す
る
こ
と
が
で

き
た
」
と
し
て
、「
も
の
ご

と
を
広
く
見
る
目
を
持
ち
続

け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

い
る
。

ラ
オ
ス
国
立
大
教
職
員
が
来
学

た
、
災
害
そ
の
も
の
の
分
析

と
い
う
よ
り
は
、
災
害
が
も

た
ら
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
被
害

が
そ
の
後
の
人
々
の
暮
ら
し

や
意
識
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
与
え
た
の
か
に
焦
点
を
当

て
て
い
る
。
そ
の
上
で
、

人
々
が
そ
う
し
た
災
害
を
ど

の
よ
う
に
記
録
し
記
憶
し
た

の
か
、
そ
こ
か
ら
何
を
読
み

取
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と

い
う
問
題
を
論
じ
て
い
る
。

　
具
体
的
に
は
、
ハ
イ
デ
ッ

ガ
ー
の
災
害
に
関
わ
る
議
論

か
ら
は
じ
ま
り
、
水
害
、
台

風
、
疫
病
、
地
震
、
戦
争
な

ど
の
諸
問
題
を
、
哲
学
、
地

理
学
、
考
古
学
、
歴
史
学
な

ど
の
諸
領
域
か
ら
、
多
角
的

に
論
じ
て
い
る
の
が
本
書
の

特
徴
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
本
書
は
、

災
害
そ
の
も
の
と
い
う
よ
り

は
災
害
後
を
テ
ー
マ
に
し
た

論
集
と
し
て
ユ
ニ
ー
ク
な
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
人
々
が

必
ず
遭
遇
せ
ざ
る
を
え
な
い

災
害
に
つ
い
て
、
本
書
は
こ

れ
と
向
き
合
う
た
め
の
手
掛

か
り
を
提
供
す
る
も
の
と
言

え
よ
う
。
専
修
大
学
出
版
局

発
行
、
２
８
０
０
円
＋
税
。

（
田
中
正
敬
文
学
部
教
授
）

『
災
害

そ
の
記
録
と
記
憶
』

人
文
科
学
研
究
所
が
刊
行

卒業論文発表大会で発表した

遠藤さん（左）と小塚さん




